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【人口・世帯】〈１月１日現在〉
合計＝ 151,922人 （△58）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,356人 （△37）
女 ＝ 76,566人 （△21）
世帯＝ 55,543世帯 （＋17）
【予算】〈１月１日現在〉
一 般 会 計＝38,486,912千円
特別・企業会計＝34,861,349千円

市の人口と予算

「外から帰ったら、しっかりうがいと手洗い」（流山北小学校1年
生の子どもたち）

寒
く
空
気
が
乾
燥
す
る
冬
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季

節
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
患
者
の

せ
き
や
く
し
ゃ
み
に
含
ま
れ
て
い

る
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
ん
で
感
染

す
る
場
合
と
、
床
な
ど
に
落
ち
た

ウ
イ
ル
ス
が
ほ
こ
り
と
共
に
舞
い

上
が
り
空
気
中
に
漂
い
、
そ
れ
を

吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
予

防
が
大
切
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る

と
、
短
期
間
に
乳
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
多
く
の
人
を
巻
き
込
み
ま

す
。
体
調
に
異
変
を
感
じ
た
ら
、

早
め
に
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け

た
り
、
事
前
に
予
防
接
種
を
受
け

る
（
接
種
の
際
に
は
医
師
に
相
談

を
）
な
ど
し
て
備
え
て
く
だ
さ
い
。

【
風
邪
か
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ど

う
か
を
見
極
め
る
】

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の

風
邪
と
は
違
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
風
邪
の
症
状
（
せ
き
、

鼻
汁
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
）
に
よ

く
似
て
い
ま
す
が
、
い
き
な
り
高

熱
が
出
て
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋

肉
痛
な
ど
を
伴
い
、
全
身
が
強
い

倦
怠
感
に
襲
わ
れ
る
と
き
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

【
日
ご
ろ
か
ら
予
防
が
大
切
】

予
防
の
基
本
は
、
う
が
い
・
手

洗
い
を
す
る
、
十
分
な
休
養
・
睡

眠
・
栄
養
を
取
る
な
ど
を
生
活
習

慣
化
し
、
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
侵

入
し
て
き
て
も
ウ
イ
ル
ス
に
負
け

な
い
丈
夫
な
体
を
つ
く
っ
て
お
く

こ
と

―
な
ど
で
す（
左
表
参
照
）。

ま
た
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

ら
ず
に
済
ん
だ
り
、
症
状
が
軽
く

て
済
む
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
高
齢
者
や
乳
幼
児
は
特
に
ご
注

意
を
】

高
齢
者
や
乳
幼
児
は
体
力
や
抵

抗
力
が
弱
い
の
で
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
心
臓
疾
患
、
肺
疾
患
、
腎
疾

患
な
ど
の
持
病
が
あ
る
高
齢
者
は
、

感
染
後
に
重
症
化
す
る
こ
と
が
多

く
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ

す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
も
、

肺
炎
や
気
管
支
炎
な
ど
の
合
併
症

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

任
期
は
平
成
17
年
3
月
ま
で

「
平
成
十
五
・
十
六
年
度
市
政

モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
市
の
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
市
政
に
つ
い

て
の
意
見
、
提
言
な
ど
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
ほ
か
、
施
設
見
学
会

等
へ
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

任
期
は
、
こ
と
し
四
月
か
ら
平
成

十
七
年
三
月
ま
で
で
す
。

▽
応
募
資
格
＝
20
歳
以
上
の
市

民
で
、
本
市
に
１
年
以
上
住
ん
で

い
る
方
▽
募
集
人
員
＝
30
人
▽
応

募
方
法
＝
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
電
話
番
号
、
応
募
の
動
機

（
市
政
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
事

項
）
を
必
ず
記
入
し
、
２
月
７
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
〒
２
７
０

―

０
１
９
２
流
山
市
役
所
秘
書
広

報
課
へ
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

地
域
性
や
職
業
、
性
別
等
を
考
慮

し
て
選
考
し
、
３
月
末
ま
で
に
本

人
へ
通
知

□問
秘
書
広
報
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
３

市
立
博
物
館
で
は
、「
流
山
市
史

研
究
」
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。「
市

史
研
究
第
十
八
号
」
を
刊
行
す
る

に
当
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
研
究

論
文
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

前
号
か
ら
卒
業
論
文
や
学
校
の

課
題
で
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
な
ど

を
掲
載
し
て
、
若
い
皆
さ
ん
の
成

果
が
発
表
で
き
る
「
市
史
研
究
」

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
市
史
に
つ
い
て
発
表
し

た
い
と
い
う
方
、
あ
な
た
の
「
市

史
研
究
」を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
内
容
／
論
題
（
テ
ー
マ
）
＝

流
山
に
関
す
る
こ
と
で
、
学
校
に

提
出
し
た
以
外
に
未
発
表
の
も
の

（
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
）
／
自

由
（
原
稿
文
字
数
制
限
無
し
）
▽

原
稿
形
態
＝
手
書
き
、
ワ
ー
プ
ロ
、

パ
ソ
コ
ン
い
ず
れ
も
可
▽
応
募
方

法
＝
７
月
１
日
（
必
着
）
ま
で
に

直
接
ま
た
は
郵
送
（
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流
山
市
加
一
丁
目
１
２

２
５
―

６
）
で
市
立
博
物
館
へ
※

掲
載
す
る
場
合
は
審
査
後
個
人

通
知□問

市
立
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

市
史
市
史
に
つ
い
て
の
研
究
研
究
を 

　
　
発
表

　
　
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か 

市
史
市
史
に
つ
い
て
の
研
究
研
究
を 

　
　
発
表

　
　
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か 

市
史
に
つ
い
て
の
研
究
を 

　
　
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か 

市民・企業・行政との
「協働」まちづくり講演会
～2月25日 ケアセンターで～
「NPO」・「市民参加」・「協働」・「パ

ートナーシップ」―これらは、現在の
まちづくりには欠かせないキーワード。
さまざまな期待と発想が込められてい
ます。
今回は、「協働のデザイン」をテーマ

に、パートナーシップを拓く仕組みづ
くり・人づくりについて、市民の皆さ
んと企業、ＮＰＯ、行政が一緒に考え
たいと思います。市民の皆さんの参加
をお待ちしています。
▽日時＝2月25日�10時～▽場所＝ケ

アセンター▽対象／定員＝市民／50人
(先着順)▽テーマ＝「協働のデザイン」
▽講師＝世古一穂さん（特定非営利活
動法人ＮＰＯ研修・情報センター代表
理事）▽参加費＝無料▽申し込み＝電
話で企画経営課へ
□問企画経営課�７１５０―６０６４

流山市ミニ市場公募債
「愛郷債」を3月に発行

市では、県内で初めての市民債（愛郷債）を３
月に発行します。
これは、市民を対象とした新たな地方公共団体

の資金調達手段として「住民参加型ミニ市場公募
債」の発行が認められたことから発売するもので、
その総額は２億円。
愛郷債は、新たなまちづくりを進めるための貴

重な資金となります。１人10万円以上最高100万円
（10万円を単位）まで、購入できます。
あなたも愛郷債を購入し、価値ある流山のまち

づくりに参加してみませんか。
愛郷債の内容については、次号でお知らせしま

す（応募方法については、金利決定後の広報なが
れやま2月15日号でお知らせする予定です）。
□問財政課�７１５０－６０７１

企
画
展
「
ち
ょ
っ
と
昔
の
く

ら
し
」
を
市
立
博
物
館
で
、
三
月

十
六
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
展
で
は
、
私
た
ち

の
百
年
ほ
ど
前
か
ら
十
年
ほ
ど

前
ま
で
の
暮
ら
し
を
支
え
た
道

具
な
ど
を
展
示
し
、「
昔
の
く
ら

し
」
と
「
身
の
ま
わ
り
の
古
い

道
具
」
の
二
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に

分
け
て
展
示
し
て
い
ま
す
。「
昔

の
く
ら
し
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

暮
ら
し
の
道
具
を
衣
食
住
の
場

面
に
分
け
、「
身
の
ま
わ
り
の
古

い
道
具
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

道
具
を
使
っ
て
い
た
人
た
ち
の

思
い
出
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
昔
の
道
具
を
使
っ
て

実
際
に
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

昔
に
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
間
＝
３
月
16
日
�
ま
で

※
毎
週
月
曜
、
１
月
31
日
�
、

２
月
11
日
�
・
28
日
�
は
休
館

▽
開
館
時
間
＝
９
時
30
分
〜
17

時
▽
入
場
料
＝
無
料

□問
市
立
博
物
館
�
７
１
５
９

―

３
４
３
４

重い物を計るための台計り

30年ぐらい前まで使われてい
た計算機

企画展「ちょっと昔のくらし」

市立博物館で
3月16日まで開催

１．流行前の予防接種
接種は病院や診療所で
ワクチンの効果が現れるまで2
週間ほどかかるので、早めの接
種が重要

２．ふだんから体調を整える
栄養とバランスのよい食事を取
る
ストレスはためない
十分な休養と睡眠を取る

３．ウイルスには近づかない、近づけ
ない
人ごみの中はできるだけ避ける
外から帰ったら手洗いとうがい
を習慣に
部屋は加湿器などで適度な湿度
を

４．からだや皮膚を鍛えておく
運動を心掛け、体力をつける
部屋の換気を十分に
乾布摩擦で皮膚を鍛えるのも効
果的
厚着をし過ぎない

□問保健センター�7154－0331

インフルエンザは 
流行流行する前に予防予防を 
インフルエンザは 
流行する前に予防を 

インフルエンザにかからない
4つのポイント

森の図書館・夢コンサート　▽日時＝ 2 月 2 日�13時30分（開場）～▽場所＝森の図書館
▽テーマ＝ディズニー特集▽申し込み＝当日直接会場へ※入場無料□問森の図書館�７１５２－３２００
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税
理
士
会

税
務
署

無
料
相
談
会

無
料
相
談
会
を
開
催
開
催 

無
料
相
談
会
を
開
催 

確
定
申
告
書
の
記
入
方
法

を
ア
ド
バ
イ
ス

来
月
十
七
日
か
ら
、
確
定
申
告

の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

確
定
申
告
書
は
、
自
分
で
正
し

く
作
成
し
、
早
め
に
提
出
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

松
戸
税
務
署
や
千
葉
県
税
理
士

会
松
戸
支
部
で
は
、
自
分
で
申
告

書
を
作
成
す
る
際
の
記
入
方
法
な

ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
無
料
相
談

会
を
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

来
場
の
際
は
、
計
算
器
具
、
筆

記
用
具
、
控
除
等
を
受
け
る
の
に

必
要
な
書
類
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
二
月
十
七
日
か
ら
三
月

十
七
日
ま
で
の
確
定
申
告
期
間
中

は
、
税
務
署
が
大
変
込
み
合
う
た

め
、
申
告
書
を
作
成
し
た
方
は
、

松
戸
税
務
署
へ
郵
送
に
よ
る
提
出

も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
給
与
所
得
者
等
で
、
所

得
税
が
還
付
と
な
る
申
告
は
、
二

月
十
七
日
以
前
で
も
税
務
署
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を
。

□問
松
戸
税
務
署
�
０
４
７
―

３

６
３
―

１
１
７
１

　※相談時間は９時30分～12時、13時～16時 
　　（松戸駅西口ボックスヒルは10時～12時、13時～16時） 
　※相談希望者が多い場合は、受け付けを早めに締め切ることがあります 
　※消費税、贈与税、譲渡所得などの相談は、税務署をご利用ください 
　※松戸駅西口ボックスヒルは、給与、年金所得者の還付申告のみの相談です 

2月 5 日�～2月 7 日� 

2月18日�～2月20日� 

2月17日�～2月28日� 

2月13日�～2月14日��

北部公民館 

初石公民館 

市役所 

松戸駅西口ボックスヒル8Fクリスタルホール 

税理士会 

税理士会 

税理士会 

税理士会および税務署 

　相談会日程表 

期　　日 会　　　場 担　　　当 

老人
保健

自己負担限度額が変わりました
～高額医療費支給該当者には申請書を送付～

昨年の10月１日から医療制度が変
わり、老人保健における自己負担限
度額も次のように変更になっていま
す。
� １カ月の医療費が高額になった
場合には、自己負担限度額を超え
た部分が後から支給されます。
� 外来診療については、限度額は
個人ごとに計算され、入院につい
ては、限度額までの支払いとなり
ます。同じ世帯内に老人保健で医
療を受ける方が複数いる場合は、
同じ世帯のすべての外来と入院の
窓口負担を合算して、世帯単位の限
度額を超えた分が払い戻されます。

例）一般世帯の場合 

平成14年10月1日から 

自己負担限度額（月額） 

一定以上所得者 

一　　般 

外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごとの限度額） 

72,300円 

40,200円 

12,000円 40,200円 

24,600円 

15,000円 

低所得者Ⅱ（注１） 

低所得者Ⅰ（注２） 
8,000円 

市民税 
非課税 
世帯 

（医療費が361,500円を超えたときは、
超えた分の1％を加算。過去12カ月間
に4回以上高額医療費の支給があっ
た場合、4回目以降は40,200円） 

注1）低所得者Ⅱ…世帯主および世帯員全員が市民税非課税の方。例えば､単独世
帯の場合で、年収267万円以下（年金収入のみ）の方 

注2）低所得者Ⅰ…世帯主および世帯員全員が市民税非課税で、世帯の所得が一
定基準以下の世帯に属する方｡例えば､単身世帯で年収65万円以下（年金収
入のみ）、夫婦2人世帯で年収130万円以下（年金収入のみ）の方 

老人保健制度の自己負担額の計算法 
�　まず外来の自己負担額について、個人単位で外来

の限度額を適用 

�　その後、入院の自己負担額を合計して、世帯単位

で限度額を適用 

高齢者支援課�７１５０－６０８０ 問 

Ａ診療所 
外来  30,000円 

＋ 
Ｂ病院 

外来  30,000円 
 

計60,000円 

外来の 
自己負担限度額 
12,000円 

－ 
＋ 
＝ 

＝
 

夫 

入院  20,000円 妻 

自己負担限度額の40，200円 
以下なので最終的な負担は となります 

＝
 

高額医療費とし
て48,000円が後
から支給されます 

32,000円 

高額医療費の
申 請 手 続 き

① 該当する方に高齢者支援課か
ら申請書を送付しますので、記
入後、高齢者支援課または市内
の出張所に提出してください。
※家族などの代理申請や郵送に
よる申請も可
② 申請は年1回初回時に行い、
高額医療費の発生した月の医療
費は、２カ月後に申請のあった
口座に振り込みますので、手続
きは不要です。

ごみの分け方・出し方が4月から変わりますごみの分け方・出し方が4月から変わります
事前に地区説明会を開催

ことし4月から新しい不燃系廃棄物処理施設「リサイクルプラザ」
の稼働に合わせ、不燃系ごみの分別方法が変わります。今までの
「不燃ごみ」を「燃やさないごみ」、「プラスチック類」、「ペットボ
トル」に分けて処理するため、収集方法が変わるものです。
新たにプラスチック類、ペットボトルを加えたごみの6種12分別
収集体制に移行するに当たり、自治会役員を対象に地区説明会を下
表のとおり開催します。
□問清掃事務所�７１５４－５５０１

10時～12時 

1月26日� 

2月2日� 

2月8日��

2月9日��

北部公民館 

流山コミュニティプラザ 

江戸川台福祉会館 

第２コミュニティホーム 

文化会館 

南流山センター 

 

東部公民館 
　※各会場とも駐車場に限りがありますので、車での来場はご遠慮ください 

14時～16時 

　地区説明会日程表 

開　催　日 
会　　　　場 

商
店
や
工
場
な
ど
の
事
業
所
を
経
営
す
る

個
人
ま
た
は
法
人
を
対
象
に
、
平
成
十
五
年

度
の
償
却
資
産
の
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
提
出
期
限
は
、
今
月
三
十
一
日
ま
で
。

こ
の
申
告
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基

礎
と
な
る
も
の
で
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
の

事
業
用
償
却
資
産
（
構
築
物
や
機
械
、
工
具
、

備
品
な
ど
）
の
所
有
状
況
を
申
告
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
申
告
さ
れ
た
方
に
は
、
申
告
書
を

郵
送
し
ま
し
た
が
、
届
い
て
い
な
い
場
合
や

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
資
産
税
課
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
４

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日
ま
で
に

乳幼児医療費助成制度は、乳幼児が医療機
関へ通院・入院したときの医療費などを市と
県が助成する制度で、４月から助成方法など
が変わります。
現在の乳幼児医療費助成は、乳幼児が医療
機関にかかった場合、医療機関の窓口で自己
負担分を支払った後、必要書類を添えて市役
所の窓口に医療費助成の申請をしなければな
りませんでしたが、新しい制度は、市が発行
する受給券を保険証と一緒に病院等の窓口に
提示すれば、一定金額を支払うだけで助成が
受けられるものです。ただし、補助の対象が
３歳以上小学校就学前児童の入院日数が現行
の３日以上から７日以上に変更となります。
乳幼児の保護者がこの制度を受けるために

は、市に登録申請が必要となります。現在、
該当する方には申請用紙を送付し、随時申請
を受け付けていますので、忘れずに手続きを
してください。
なお、平成15年３月末日までに支払った乳
幼児の医療費は、平成17年３月末日まで現行
制度により申請できます（現行制度の申請有
効期間は、医療費を支払った日の翌日から２
年間）。
※対象の乳幼児…平成15年４月１日時点で
本市に住所を有し、住民登録・外国人登録が
ある小学校就学前の健康保険に加入している
乳幼児
□問子育て支援課�７１５０－６０８２

期 日　３月１日�※雨天決行
日 程　12：30～14：00 講演会

14：00～17：00 市民見学会（バスで見学）
※パネル展（11：30～15：00）も開催

どなたでも参加できます
▽場所＝東洋学園大学（鰭ケ崎）▽講師＝倉田直道さん（工学院大学教授）▽演
題＝「つくばエクスプレスと流山のまちづくり」▽参加費＝無料▽申し込み＝当日
直接会場へ※駐車場が狭いので、車での来場はご遠慮ください

往復ハガキで申し込みを
▽見学先＝江戸川橋梁、南流山駅構内（地下駅）、流山中央駅（流山市案）・流山
運動公園駅（流山市案）周辺※安全には十分配慮しますが、工事現場のため足元が
悪いところがあります。状況により見学コースを変更する場合あり▽対象＝市内在
住の中学生以上の方※成人は小学4～６年生１人の同伴可▽定員＝200人（多数抽選）
▽参加費＝無料▽申し込み＝往復ハガキに「市民見学会参加希望」、参加者および同
伴者の住所、氏名、年齢、性別、電話番号を明記し、１月24日（消印有効）までに
〒２７０－０１９２流山市役所企画経営課へ（ハガキ１枚に２人まで申し込み可。
重複申し込みは不可）※２月上旬に参加の可否および当日の日程などについて返信
ハガキで通知。市民見学会参加者は講演会にも参加していただきます
□問企画経営課�７１５０－６０６４
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4月から乳幼児医療費助成制度が変わります
対象となる方は受給券の申請手続きを

「
地
域
か
ら
火
災
を
な
く
そ

う
！
」
を
合
言
葉
に
、
市
消
防

本
部
・
消
防
団
で
は
、
平
成
九

年
か
ら
毎
年
、
防
火
モ
デ
ル
地

区
を
設
定
し
、
市
民
と
一
緒
に

防
火
運
動
を
行
い
な
が
ら
地
域

の
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
平
成
十
四
年
十
二

月
一
日
か
ら
平
成
十
五
年
十
一
月

三
十
日
ま
で
の
一
年
間
、
長
崎
自

治
会
（
小
林
勝
治
会
長
）
を
防
火

モ
デ
ル
地
区
に
設
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
防
火
推
進
委
員
会
や
防

火
当
番
を
結
成
し
、
火
災
予
防
の

知
識
の
啓
発
や
防
火
・
防
災
訓
練

の
実
施
、
消
防
機
関
に
よ
る
講
演

会
の
開
催
、
各
種
情
報
の
提
供
に

よ
り
火
災
絶
滅
を
目
指
し
ま
す
。

□問
予
防
消
防
課
�
７
１
５
８
―

０
１
１
９

目
標
は
火
災
ゼ
ロ
！

「
長
崎
自
治
会
」
を
防
火
モ
デ
ル
地
区
に
設
定

つくばエクスプレス講演会

つくばエクスプレス市民見学会

つくばエクスプレス
講演会・市民見学会 に参加しよう！家

屋
調
査
を
実
施
中

平
成
14
年
中
の
　
　
　
　
を
中
心
に

新
　
築

増
改
築

平
成
十
四
年
中
に
、
市
内
で

新
築
や
増
改
築
が
完
了
し
た
家

屋
を
中
心
に
家
屋
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
固

定
資
産
税
の
基
礎
と
な
る
家
屋

（
住
宅
や
店
舗
、
工
場
、
物
置
、

車
庫
な
ど
）
の
評
価
額
を
算
定

す
る
た
め
、
家
屋
の
構
造
や
各

部
分
（
屋
根
、
基
礎
、
柱
な
ど
）

の
使
用
材
料
と
仕
上
げ
状
況
な

ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
新
築
住
宅
の
税
の
減

額
措
置
と
し
て
、
居
住
部
分

（
併
用
住
宅
は
居
住
部
分
の
割

合
が
二
分
の
一
以
上
）
の
床
面

積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一

戸
建
住
宅
以
外
の
貸
家
住
宅
は
、

三
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
上
二

百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
場

合
に
は
、
新
築
後
三
年
間
ま
た
は

五
年
間
の
固
定
資
産
税
が
減
額
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
家
屋
調
査
の
際
、
調
査
員

に
告
げ
る
か
、
資
産
税
課
へ
「
家

屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
平
成
十
三
年
以
前

に
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
家
屋
取

壊
証
明
書
の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０
―

６

０
７
４

な
ど



（３） 平成15年１月15日（水曜日） 第１０３４号

★印のあるものは市主催のものです 

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
１
月
22
日
�
15
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
森
の
図
書
館
▽
内

容
＝
「
ね
ず
み
の
す
も
う
」
ほ
か

▽
出
演
＝
人
形
劇
団
タ
ッ
プ

□問
森
の
図
書
館
�
７
１
５
２
―

３
２
０
０

高
齢
者
の
再
就
職
を
め
ざ
す
パ

ソ
コ
ン
講
座

▽
日
程
＝
２
月
28
日
�
〜
３
月

20
日
�
９
時
〜
16
時
（
土
・
日
曜

を
除
く
全
15
回
）
▽
場
所
＝
富
士

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校
（
Ｊ
Ｒ

北
小
金
駅
南
口
）
▽
対
象
／
定

員
＝
お
お
む
ね
60
〜
65
歳
で
就
職

を
希
望
し
、
総
務
・
経
理
の
実
務

経
験
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方
／
30
人
（
多
数

抽
選
）
▽
内
容
＝
総
務
・
経
理
に

生
か
せ
る
パ
ソ
コ
ン
講
座
▽
費

用
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
約
１
５

０
０
円
は
自
己
負
担
）
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
高
齢
者
の

再
就
職
を
め
ざ
す
パ
ソ
コ
ン
講
座

希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
明
記
（
返
信
用
に
も

住
所
、
氏
名
を
記
入
）
し
、
１
月

31
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０

―
０
１
１
４
流
山
市
東
初
石
３
―

１
０
３
―
18
流
山
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ

□問
流
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
５
―

３
６
６
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

▽
日
時
＝
１
月
23
日
�
10
時
〜

15
時
30
分
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／
30
人

（
先
着
順
）
▽
テ
ー
マ
／
内
容
＝
参

加
し
て
み
よ
う
！
外
出
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
／
車
い

す
の
移
動
、
外
出
介
助
、
ガ
イ
ド

ヘ
ル
プ
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
筆
記
用
具
、
昼
食
※
服
装
は

軽
装
で
。
た
だ
し
、
サ
ン
ダ
ル
、

ス
カ
ー
ト
は
不
可
▽
申
し
込
み
＝

１
月
22
日
ま
で
に
電
話
で
流
山
市

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
へ

□問
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５

９
―

４
９
３
９

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
ち
ば

21
▽
日
時
／
場
所
＝
２
月
11
日
�

12
時
30
分
〜
16
時
／
習
志
野
文
化

ホ
ー
ル
（
習
志
野
市
）
▽
内
容
＝

落
合
恵
子
さ
ん
（
作
家
）
に
よ
る

基
調
講
演
ほ
か
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
２
月
８
日
ま
で
に

電
話
で
県
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
※
託

児
が
必
要
な
方
は
事
前
に
連
絡
を

□問
県
女
性
セ
ン
タ
ー
�
７
１
４

０
―

８
６
０
２

第
８
回
オ
セ
ロ
大
会

▽
日
時
＝
２
月
８
日
�
９
時

（
受
け
付
け
）
〜
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
対
象
／
定
員
＝
中
学
１
〜
３

年
生
／
各
学
年
８
人
（
先
着
順
）

▽
内
容
＝
学
年
ご
と
に
対
戦
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話

で
青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
７
１
５
０
―

６

１
０
７

★
第
５
回
東
葛
飾
地
方
家
庭

科
・
技
術
家
庭
科
作
品
展

▽
日
時
＝
１
月
17
日
�
〜
19
日

�
９
時
〜
18
時
▽
場
所
＝
さ
わ
や

か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
▽

内
容
＝
東
葛
飾
地
域
の
小
・
中
学

生
の
作
品
を
展
示

□問
指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１

０
５★

第
２
回
都
市
計
画
審
議
会

▽
日
時
＝
１
月
24
日
�
13
時
30

分
（
受
け
付
け
）
〜
▽
場
所
＝
市

役
所
▽
内
容
＝
流
山
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区
の
変
更
に
つ
い
て

□問
都
市
計
画
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
７

第
３
回
江
戸
川
左
岸
圏
域
・
流

域
懇
談
会

▽
日
時
＝
１
月
28
日
�
10
時
〜

12
時
▽
場
所
＝
東
葛
飾
支
庁
（
松

戸
市
）
▽
対
象
／
定
員
＝
一
般
／

１
０
０
人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

江
戸
川
の
千
葉
県
側
に
位
置
す
る

県
管
理
河
川
の
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

□問
県
都
市
河
川
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

３
１
５
６

★
流
山
都
市
計
画
用
途
地
域
の

関
係
図
書
の
縦
覧

▽
内
容
＝
１
月
10
日
付
け
で
決

定
し
た
流
山
都
市
計
画
用
途
地
域

の
関
係
図
書
の
縦
覧
▽
縦
覧
場

所
＝
都
市
計
画
課

□問
都
市
計
画
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
７

★
物
価
調
査
に
協
力
を

市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る

物
価
調
査
を
き
ょ
う
15
日
か
ら
１

月
31
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。
市
内

の
各
商
店
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。□問

商
工
課
�
７
１
５
０
―

６
０

８
５若

年
者
就
職
支
援
お
よ
び
中

高
年
齢
者
雇
用
促
進
等
の
合
同

面
接
会

▽
日
時
＝
①
２
月
５
日
�
②

２
月
21
日
�
い
ず
れ
も
13
時
30

分
〜
16
時
▽
場
所
＝
プ
ラ
ザ
ヘ

イ
ア
ン
柏
（
柏
市
）
▽
対
象
＝

①
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
就
職
を
希

望
し
て
い
る
方
お
よ
び
30
歳
未

満
で
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
②

そ
の
他

展
　
示

縦
　
覧

映
画
・
公
演

大
会
・
試
合

講
座
・
講
演

イ　ベ　ン　ト
絵画展（油絵）＝１月28日�～２月２日�10時～
16時30分（２月２日は15時30分まで）、杜のアトリエ
黎明。入場無料□問田中�７１５０－３１１６
手創りじゅうたんダネラ展示会（スペース遊教室
主催）＝１月21日�まで９時～16時、流山郵便局。
入場無料□問大河原�７１５２－６４８２
スキー講習会（流山ボーゲンズスキークラブ主

催）＝２月22日�～23日�長野県戸狩温泉スキー場。
参加費大人15,000円、小人13,000円□問坂本�７１５
４－３２０４
歌舞劇団田楽座流山公演「山神　里神　祭り神」

（明日への勇気と力を感じ合う流山初春祭り田楽座公
演実行委員会主催、市教委後援）＝２月14日�18時
（開場）～、文化会館。参加協力券一般3,000円、小・
中学生1,500円、高齢・障害者2,000円、親子券4,000円
※当日券は500円増し□問東葛病院医療と健康を守る会
�７１５９－１０７５
ヘルスバレーボール連盟大会（流山市ヘルスバレ
ーボール連盟主催）＝２月１日�13時～17時、市民
総合体育館。参加費１チーム（５人）1,500円※一般
参加可□問高橋�７１５９－３４４９（17時以降に連
絡を）
初めての社交ダンス無料体験レッスン（ダンスド
リーム主催）＝１月17日・24日・31日の金曜13時～
14時、江戸川台西自治会館。参加費無料□問羽田野�
７１４３－１０７１

このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館に
ある掲載申込書に必要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日

時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者
間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

市民伝言板

【次回の掲載を希望する方】
往復ハガキ（１人２点まで）に品名（サ

イズ等詳しく）などを記入し、23日までに商
工課へ申し込みを。
【申し込み】
〒270－0192流山市役所商工課消費生活係
□問商工課�７１５０－６０８５

�������������������
�������������������
�������������������善意用品交換セール

無料の用品のみを掲載

①籐のテーブルセット②籐
のサイドテーブル③籐のつ

いたて④大型ストーブ⑤額縁（Ｆ50号）⑥リブ
ロック⑦レゴブロック⑧男子学生服（約175cm、
Ｗ75～80cm）⑨キャンプ用品全般⑩たまごっち

今回は提供品がありません

第177回 

今月は31日に 
▽日時＝１月31日�12時15分～▽場所＝市役
所市民ギャラリー▽テーマ＝穢れなき、心の旋律
～「バロック」～▽曲目＝主よ人の望みの喜びよ
（バッハ）、ラルゴ（ヘンデル）、ソナタ（スカルラッテ
ィ）、ブランデンブルグ協奏曲第５番より（バッハ）
ほか▽出演＝中田理奈（ヴァイオリン）、大沢由紀
子（チェロ）、橘秀樹（オーボエ）、泉谷美穂（ピアノ）
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

施
策
会
議
傍聴可

45
歳
以
上
64
歳
未
満
で
仕
事
を

探
し
て
い
る
方
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

□問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
戸
�
０
４

７
―

３
６
７
―

８
６
０
９

県
生
涯
大
学
校
陶
芸
専
攻
科
作

品
展▽

期
間
＝
１
月
23
日
�
〜
26

日
�
▽
時
間
＝
10
時
〜
20
時

（
23
日
は
12
時
か
ら
、
26
日
は

18
時
ま
で
）
▽
場
所
＝
柏
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
柏
市
）
▽
入

場
＝
無
料

□問
同
大
学
校
東
葛
飾
学
園
江
戸

川
台
校
舎
�
７
１
５
２
―

１
１
８

１

項　　目 

�騒音 

�NO2

�SPM

��
日平均 
交通量 

若葉台 

時　間 19 36 3 8

西初石 東初石 青　田 

日 1（0） 3（0） 2（0） 4（1） 

有　無 無 無 無 無 

上　り 

46,940台 48,946台 95,886台 

下　り 合　計 

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間�連続した3カ
月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた日数）�日平均値が0.10�
／�を超えた日が２日以上連続したことの有無 

常磐自動車道測定結果（平成14年11月） 

積雪時にはご注意を！
冬季を迎え、気象情報では、暖冬であると
報じられていますが、こうした時こそ雪に対
する注意が必要です。
市では、万一の積雪に備え、市民の交通の
足を確保するため、小・中学校周辺道路や駅
周辺、主要幹線道路等を最優先に除雪および
路面の凍結防止剤散布等の作業を行います。
しかし、このような作業を市内全域で行うこ
とは不可能なことから、積雪時には、自宅前
やその周辺について、皆さんで除雪していた
だくよう、ご協力をお願いします。
今後も気象情報等には注意をし、雪道や凍
結箇所での転倒や車のスリップ事故等に十分
注意してください。
□問道路管理課�７１５０－６０９３

ディーゼル自動車の排出ガスに含まれる粒
子状物質の健康への影響が懸念されるため、
千葉県では、条例で平成15年10月１日から粒
子状物質の排出基準を満たさないディーゼル
自動車（乗用車を除く）の運行を禁止します。
運行する場合には、排出基準に適合するよう
知事が指定した粒子状物質減少装置の装着が
必要となります。ただし、新車登録から７年
間は規制の対象になりません。また、平成15
年４月１日から、自動車の運転者には駐停車
時のアイドリングストップが義務付けられ、
自動車を30台以上使用する事業者には自動車
環境管理計画書の提出が義務付けられます。
計画書の作成方法など詳細は問い合わせを。
□問県大気保全課�０４３－２２３－３８１０

ディーゼル自動車の運行規制

流山市農家生活研究会朝市部会が文化会館で行って
いる朝市が、平成４年11月、20人の出店者で始まって
以来、満10周年を迎えました。この朝市では、毎回、
各生産者が丹精こめて栽培した野菜、果物、花などの
季節の農産物、また、もちや漬物などの加工品がたく
さん並びます。１月18日�には、満10周年を記念して、
野菜の特売や豚汁のサービスなどを行います。
▽日時＝１月18日�７時30分～８時30分▽場所＝文
化会館駐車場▽内容＝野菜の特売、豚汁のサービス、
果樹苗（栗、柿など約80本）の無料配布（先着順）

通常の朝市開催場所
朝市部会では、いつでも消費者である皆さんとのふ
れあいを楽しみに直売をしていますので、気軽にお越
しください。
▽文化会館駐車場＝毎週土曜、７時30分～８時30
分
▽東葛病院駐車場＝毎週月・水・土曜、９時～11時
30分
□問農政課�７１５０－６０８６

朝市10周年記念事業
18日�文化会館で



【
事
例
】

私
た
ち
夫
婦
は
、
小
学
生
に
な

る
子
ど
も
と
三
人
家
族
で
す
。

私
た
ち
夫
婦
は
、
訳
あ
っ
て
話

し
合
い
に
よ
り
離
婚
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
お
聞
き
し
た
い
の
で

す
が
、
離
婚
を
し
た
と
き
、
子
ど

も
の
氏
（
姓
）
や
戸
籍
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

離
婚
し
た
父
母
の
子
ど
も
は
、

父
母
の
結
婚
中
の
氏
を
引
き
続
い

て
名
乗
り
ま
す
。

普
通
の
場
合
は
、
父
母
が
父
の

氏
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
こ
の
場
合
は
、
子
ど

も
は
父
の
氏
を
名
乗
り
、
父
の
戸

籍
に
残
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
親
権
者
が
父
母
の
ど

ち
ら
に
な
っ
た
と
し
て
も
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
子
ど
も
の
親
権
者
が

母
親
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
自
動

的
に
母
の
氏
と
な
る
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
お
、
母
の
氏
は
特
別
に
希
望

し
な
い
限
り
、
離
婚
す
れ
ば
元
の

氏
（
旧
姓
）
に
復
す
こ
と
に
な
り

ま
す
（
民
法
第
七
六
七
条
）。

も
し
、
母
親
が
親
権
者
と
な
り

子
ど
も
を
引
き
取
っ
た
よ
う
な
場

合
は
、
子
ど
も
と
母
親
の
氏
と
戸

籍
が
違
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
で
不

便
な
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
に
子

ど
も
の
氏
の
変
更
許
可
の
審
判
を

求
め
（
民
法
第
七
九
一
条
第
一
項
）、

市
役
所
に
必
要
な
手
続
き
を
す
れ

ば
、
子
ど
も
は
母
の
氏
と
な
り
、

父
の
戸
籍
を
出
て
母
の
戸
籍
に
入

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
十
五
歳
未
満
の
と
き

は
親
権
者
が
、
十
五
歳
以
上
の
と

き
は
本
人
が
、
そ
の
許
可
の
申
し

立
て
を
し
ま
す
（
民
法
第
七
九
一

条
第
三
項
）。

な
お
、
子
ど
も
の
氏
の
変
更
は
、

親
権
者
の
個
人
的
感
情
も
加
わ
っ

て
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

成
人
し
た
子
ど
も
に
常
に
好
ま
し

い
こ
と
ば
か
り
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
氏
を
変
え
た
子
ど
も

が
、
成
年
に
達
し
た
と
き
か
ら
一

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
同
じ
手
続
き

で
父
の
氏
に
戻
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

市民相談室
�7158-1 6 1 6

離
婚
後
の
子
ど
も
の
氏
と
戸
籍
に
つ
い
て

米
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
太
巻
き
寿
司
教
室
」
を
二
月
二
十

日
、
市
内
三
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

流
山
市
農
家
生
活
研
究
会
の
方

を
講
師
に
迎
え
、
野
沢
菜
や
卵
な

ど
の
具
を
使
い
、「
バ
ラ
の
花
」
と

「
け
し
の
花
」
の
色
鮮
や
か
な
絵
柄

の
太
巻
き
寿
司
を
作
り
ま
す
。

▽
日
時
＝
２
月
20
日
�
10
時
〜

14
時
▽
場
所
＝
①
南
流
山
セ
ン
タ

ー
②
初
石
公
民
館
③
東
部
公
民
館
　

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
（
平
成
13

年
度
受
講
者
を
除
く
）
／
各
30
人

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
５
０
０

円
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
太
巻
き
寿
司
教
室
参
加
希
望
」、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
希
望
す
る
会
場
１
つ
を
明

記
（
返
信
用
に
も
宛
名
を
記
入
）

し
、
１
月
29
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
│
０
１
９
２
流
山
市
役

所
農
政
課
へ

※
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
人
で
、

重
複
申
し
込
み
不
可

□問
農
政
課
�
７
１
５
０
―

６
０

８
６

平成15年1月15日（水曜日） （４）第１０３４号

「広報ながれやま」は 
古紙配合率100％再生紙を 
使用しています 

今
回
で
十
四
回
目
を
迎
え
る

「
市
民
音
楽
祭
」
は
、
市
内
で
音
楽

活
動
を
行
っ
て
い
る
方
々
に
発
表

の
場
を
提
供
し
、
市
内
の
音
楽
文

化
を
広
め
よ
う
と
毎
年
開
催
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
き
ょ
う

十
五
日
か
ら
参
加
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

▽
日
時
＝
５
月
18
日
�
13
時
〜

▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
参
加
資

格
／
定
員
＝
市
内
で
音
楽
活
動
を

行
い
、
発
表
に
伴
う
準
備
・
進
行

な
ど
が
で
き
る
団
体
（
営
利
、
政

治
、
宗
教
活
動
を
行
う
団
体
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
）
／
15
団
体
（
多

数
抽
選
）
▽
音
楽
の
種
類
＝
声
楽
、

器
楽
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
ロ

ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、
演
歌
な
ど
は
除

く
）
▽
演
奏
時
間
＝
１
団
体
10
分

以
内
（
舞
台
へ
の
入
退
場
時
間
を

含
む
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
き
ょ
う
15
日
か
ら
１
月
31

日
ま
で
に
直
接
生
涯
学
習
課
へ

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
６

青少年ふれあい運動「全体のつどい」
～家庭や地域の教育のあり方を一緒に考えてみませんか～
青少年の深夜徘徊、かつあげ、いじめ、家出、登校拒否、自殺、家庭に

おける虐待など…いったい何が原因なのでしょう？家庭と学校と地域が連
携した教育について、皆さんと一緒に考えます。
講師には、｢引きこもり｣に苦悩する親や家族の存在にいち早く光を当て

た、教育カウンセラーの富田富士也さんを迎え、｢せめぎあって、おりあ
って、おたがいさま―いろいろあるね、人生だもん―｣をテーマにした講
演のほか、市内の各青少年育成団体などが地域で実践している｢青少年健
全育成活動｣を発表します。
▽日時＝２月１日�13時30分～16時30分▽場所＝文化会館▽参加費＝無

料▽申し込み＝当日直接会場へ

□問市青少年指導センター�７１５９－５４００

古典芸能への関心と知識を深めてもらおうと、国立能楽堂での古典芸能
鑑賞会｢狂言と能｣を開催します。今回の演目は、狂言｢石神（いしがみ）｣
（和泉流、野村万之丞）、能｢嵐山（あらしやま）｣（宝生流、大坪喜美雄）
です。
▽期日＝３月５日�▽場所＝国立能楽堂（渋谷区千駄ケ谷）▽対象／定

員＝市民／45人（多数抽選）▽日程（予定）＝東部公民館（8:00）―流山
駅東口（8:15）―江戸川台駅西口（8:30）―能楽堂到着（11:00）―ビデオ
レクチャー講座（11:15～12:00）―食事（12:00～12:50）―鑑賞会（13:00～
16:00）―能楽堂出発（16:10）―江戸川台駅西口（17:40）―流山駅東口
（17:55）―東部公民館（18:10）※太字はバス乗車場所▽参加費＝2,520円▽
申し込み＝往復ハガキに｢古典芸能鑑賞会（狂言と能）参加希望｣、応募者
の住所、氏名、年齢、性別、電話番号、バス乗車場所を明記（返信用にも
宛名を記入）し、１月29日（必着）までに〒270－0192流山市役所生涯学習
課へ※ハガキ１枚につき２人まで記名可（２人分の必要事項を明記）。昼食
は、各自でご用意ください

□問生涯学習課�７１５０－６１０６
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14
姉妹都市交流

●日 程

●コ － ス

１日目

２日目

●定 員

●申し込み

●申込締切

姉妹都市交流
ダンスツアー

市
内
の
公
民
館
な
ど
で
、
い
ろ

い
ろ
な
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る

市
民
グ
ル
ー
プ
が
、
日
ご
ろ
の
成

果
を
発
表
す
る
「
公
民
館
学
習
グ

ル
ー
プ
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
の
部
で
は
、
書
道
や
陶
芸
、

絵
画
な
ど
の
作
品
が
、
発
表
の
部

で
は
、
大
正
琴
や
日
本
舞
踊
、
社

交
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３
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　発表の部 
日　程 種　目 会　場 時　間 

12:00～13:00大正琴 

フォークダンス 13:00～16:00

謡曲 10:00～16:00

10:00～15:30煎茶 

13:00～15:00日本舞踊 

詩吟 9:30～13:00

ビデオ映像 13:00～16:30

踊り（安来節） 12:00～12:30

13:00～16:30社交ダンス 

北部公民館 

初石公民館 

南 流 山  
セ ン タ ー  

2月16日��
2月16日��
2月 2 日��
2月16日��
2月23日��
3月 2 日��
2月16日��
2月23日��
2月23日��

　展示の部　時間:10時～16時（日曜日は15時30分まで） 
日　程 会　場 種　目 

東部公民館  

文 化 会 館  

南流山センター 

水墨画、洋裁、絵画、書道、パンフラワー 

絵手紙、ペン習字、木彫、陶芸、ちぎり絵、洋裁、イギリス刺しゅう 

書道、ペン習字、絵画、洋裁、折り紙、パンフラワー、華道 

パッチワーク、キルト、書道、華道、七宝焼、押し花、ペン習字、園芸 

書道、七宝焼、写真、短歌、籐工芸、ペン習字 

書道、油絵、絵画、ペン習字、手編、書道(古筆）、木彫、  フランス刺しゅう 

絵画、籐工芸、ペン習字、華道、洋裁、水彩画、押し花、書道 

初石公民館  

北部公民館  

2月 8日�・ 9日��

2月15日�・16日��

2月15日�・16日��

2月22日�・23日��

2月22日�・23日��

3月 1日�・ 2日��

3月 1日�・ 2日��

本市の姉妹都市である相馬市と、いろいろな分野
で交流を広げようと｢姉妹都市交流ツアー｣を行って
います。今回は、好評の｢ダンスツアー｣の第４回目
です。
ダンス愛好者の方は、奮ってご参加ください。市外

◎料金11,000円（税込み）
※１泊４食、交通費、ダンスパーティー代を含む
※60歳以上の方は10,500円、市外の方は12,000円

３月８日�～９日�

文化会館（7:00）－東部公民館（7:20）－
南流山センター（7:40）－江戸川台駅西
口千葉銀行前（8:00）－相馬ユートピア
（昼食・練習・ダンスパーティー）
相馬市内－小名浜（昼食・買い物）－流
山
４０人（最少催行人員３０人）
電話でコミュニティ課へ※ダンスツア
ーは希望者が多いため、申し込みは１
件の電話で４人まで
２月21日� ※ただし、定員になり次
第締め切り

コミュニティ課　�７１５０－６０７６
問い合わせ


